








































































段跳び (SDTj)、立ち幅跳び (SLj)、カウンタームーブメントジャンプ (CMJ)、5団連続 1)バウンドジャン
プ (5Rj))とメデイシンボール投げ(オーバーヘッド (OT)、バック (BT)、上肢伸展 (Push)、肩水平内












グ群(ベンチプレス、シャフトツイスト)、コントロール群の 3群に分け、週 3呂、 7週間のトレーニング
を行わせた。そして、 トレーニング前後に、研究課題 1、2と向様の方法を用いて送球スピード、 Throw-
index、Augmentationを測定した。
その結果、 SSCトレーニングは中学生と高校生の、筋力トレーニングは中学生の送球スピードを増加させ
ること、 トレーニング効果は発育段階で異なる可能性があることが明らかになったD
(結論)
上記の 3つの研究課題に関する研究結果から、ボールスピードを高めるためのトレーニング方法は、投手
と野手では異なることが示唆され、野手の送球スピードを高めるためには、上肢や体幹の SSC運動を利用
したトレーニングが有効であることが明らかになった。
審査の結果の要旨
野球競技では投手だけでなく野手の送球スピードの向上が重要な課題となるが、これまでほとんど研究が
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行われていなし」本研究はこの問題に焦点を当て、伸張-短縮サイクル運動を利用したトレーニングが野手
の送球スピード向上に有効であり、併せてトレーニング効果は発育段階で異なる可能性があることを示した
もので、実践場面へ貴重な知見を提示している。特に、相関分析的研究に留まらず、 7週間に及ぶトレーニ
ング介入実験に基づく研究結果が示されており、コーチング学分野の学位論文に相応しい内容を有すると高
く評価できる。今後はトレーニング方法論の研究への発展が期待される。
平成 24年l月12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行ったc その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(コーチング学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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